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A. 研究目的
中枢神経感作は複雑な病態を呈する疾患

群において、共通するメカニズムの一つで
はないかと考えられている。しかし、その生
理学的、かつ客観的な指標といえるものは
未だ存在していない。これまで、基礎研究で
はパートナーロスによる不安増強、臨床研
究では特殊な聴覚刺激に基づく変化関連反
応が様々な脳内感覚情報処理の抑制を検出
する可能性を見出しており、中枢神経感作
を評価するための基盤を作り上げてきた。 

一方、慢性疼痛患者の中でも口腔顔面領
域の疼痛経路は腕傍核に直接投射すること
が基礎研究で報告されている。（Rodriguez 
et al. Nat Neurosci. 20(12):1734–1743.）
すなわち、少なくともげっ歯類レベルでの
口腔顔面痛は、情動性の要素が他の領域よ
り強いことが示唆される。臨床的な慢性疼
痛には、顎関節症や舌痛症など、治療に難渋
する疾患も多く、中枢神経感作を伴ってい
るケースが多いと考えられる。当センター
の自己記入式質問紙を用い、全患者群と口
腔顔面痛患者群を比較した研究では、口腔
顔面痛群において、身体機能評価は他の部
位より維持されているにも関わらず、精神
機能は同程度低下していることが見出され
た。これらの結果を受け、中枢神経感作のス
クリーニングツールである CSI を用いた慢
性口腔顔面痛患者における評価を行なった
ところ、種々の自己記入式質問紙と一定の
相関を示すことが明らかとなった。すなわ
ち CSI は、口腔顔面痛患者の中枢神経感作
スクリーニングツールとして有用である可
能性が示唆される。

そこで本研究では、本事業共通で新たに
構築した、CSIを含めた質問紙シリーズを用
い、口腔顔面痛患者の病態評価をするとと
もに、一部の患者において中枢神経機能を、

機能画像ならびに電気生理学的検査により
客観的に評価することで、口腔顔面痛を統
合的に捉えることを目的とする。 

B. 研究方法
B-1. 質問紙による評価

愛知医科大学痛みセンター受診し、口腔顔
面領域の痛みを主訴とする患者を対象とす
る。個々の患者に対し、愛知医科大学倫理規
定に基づき作成した説明文書を用い、同意
を得た上で実施する。それらの結果と、当セ
ンターで通常実施している質問紙との相関
関係を評価する。
B-2. 機能的画像評価
B-1を実施した患者のうち、同意を得られ

た者に対し安静時機能的 MRI（resting-
state functional MRI:rs-fMRI）を撮影し、
脳機能評価を行う。関心領野は、前部帯状回
（Anterior Cingulate Cortex: ACC）を中
心とした Default Mode Network（DMN）とす
る。 
B-3. 電気生理学的評価
B-1・2を実施した患者のうち、さらに同

意を得た患者において、痛覚や聴覚関連誘
発電位を実施し、感覚刺激における中枢の
抑制レベルを評価する。 

（倫理面への配慮） 
本研究は愛知医科大学の倫理規定に基づ

いて進めている。 

C. 研究結果
今年度は、上記研究を実施するための準

備として、測定方法の検討と pre 解析なら
びに愛知医科大学倫理委員会の承認申請を
行なった。preデータの解析では、CSIと心
理社会的指標の質問紙に関連を認め、また、
rsMRIにおいても一定の傾向があった。倫理

研究要旨  
口腔顔面痛には顎関節症や舌痛症といった、中枢神経感作が背景にあると考えら

れる疾患が含まれる。本研究では、それらの患者を Central sensitization Inventory
を含んだ様々な質問紙評価により臨床的特徴を解析する。さらに同意を得られた患
者では、客観的評価につなげるため、functional MRI や聴覚・痛覚関連誘発電位な
どを用いた感覚情報処理の脳内抑制機能検査を行う。
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委員会については、現在、申請審議中であ
る。 
 
D. 考察 
pre データの結果より、CSI は口腔顔面痛

における中枢神経感作のスクリーニングツ
ールとして有用である可能性を持っている。
今後は客観的データの裏付けを強化し、そ
の有用度を検討していく。 
準備状況としては十分であり、本学倫理

委員会の承認を得られたのち、研究を開始
する。 
 
E. 結論 

口腔顔面痛患者の中枢神経感作を評価す
る上で CSI は有用である可能性があり、今
後、客観的指標とともに評価することで、そ
の科学的根拠を強化する必要があると考え
る。 

 

F. 健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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